
☆平成１９年度 横浜市学習状況調査の調査結果について☆ 
  平成２０年２月に全学年を対象に実施した、横浜市学習状況調査の調査結果がまとまりまし

た。調査結果を踏まえ、引き続き児童一人ひとりの力をつけることに取り組んでいきたいと思

います。 
調査は、次の内容で行われました。 
○教科に関する調査     １、２年生  国語、算数 

              ３～６年生  国語、社会、算数、理科 
○ 生活・学習意識調査    全学年 

＜教科学習状況調査結果＞   
１年（現２年） 
○よい状況と考えられる内容 

   国語：「漢字の読み書き」「必要な事柄を集めて、順序や続き方に注意して書く」 
   算数：「たし算、ひき算」「数直線上の数の理解」 
○指導・改善が必要と考えられる内容 

   国語：「正しい筆順」「説明文の大体を読み取る」 
   算数：「数表を見て規則性を考える」「長さの比べ方を考える」 
２年（現３年） 
○よい状況と考えられる内容 

国語：「漢字を読む」「助詞の使い方」「順序や続き方に注意して書く」 
算数：「たし算、かけ算」「何百の計算を何十の計算をもとに類推する」 

○指導・改善が必要と考えられる内容 
   国語：「正しい筆順」「説明文を正しく読み取る」 

算数：「繰り下がりのあるひき算」「三角形の作図」「時刻を求める考え方」 
３年（現４年） 
○よい状況と考えられる内容 
  国語：「事柄を選んで、つなぎ言葉に注意して書く」 

   算数：「はかりの目盛りの読み方」「長方形の作図」「数表のよみ方」 
○指導・改善が必要と考えられる内容 

   国語：「段落の関係から説明文の組立てを理解する」「叙述をもとに物語文を読み取る」 
   算数：「四角形の調べ方を考える」「２つの表を比べる」「数を百や千を単位として捉える」

４年（現５年） 
○よい状況と考えられる内容 

   国語：「事柄を選択して、段落の構成を考えて書く」「漢字の部首や読み方」 
   算数：「角の大きさの測定」「わり算の答えの確かめ方」「折れ線グラフの読み方」 
○指導・改善が必要と考えられる内容 

   国語：「文の修飾、被修飾の関係」「想像しながら物語文を読む」 
   算数：「分数の計算のしかたを考える」「円の性質をもとに回転する形を考える」 
   理科：「乾電池の回路を考える」「水のかさの変化の理解」 
５年（現６年） 
○よい状況と考えられる内容 
  算数：「分数の計算」「円グラフをかく」  社会：「農業・運輸・国土に関する知識・理解」

理科：「自然事象についての知識・理解」「生物の成長の規則性」 
○指導・改善が必要と考えられる内容 

   国語：「漢字を書く」「送りがなや仮名遣いの理解」「事柄を整理して書く」 
   算数：「六角形の内角の和」「わり算のきまりや、図形の性質を活用して問題を解く」 



６年（現中学１年） 
○よい状況と考えられる内容 

   国語：「漢字を読む」「部首の意味理解」  社会：「歴史上の人物についての知識・理解」

   算数：「分数の計算」 
○指導・改善が必要と考えられる内容 

   国語：「同じ訓の漢字の使い方」「段落の関係から説明文の組立てを理解する」 
   算数：「立体の体積」「平均の意味を活用して考える」 
 

 
＜生活・学習意識調査結果＞ 
○朝食はほとんどの人が食べてきている。 
○寝る時刻が遅い児童がいる。 
○読書をする時間が少ない。 
○昔の出来事や人を扱ったテレビ番組をあまり見ていない。 
○自分の思いや考えを伝えたり、相手の思いや考えを聞いたりしようという意識がやや低い。

 
 
＜今後の取組＞ 
さらに伸ばしていきたい点として 
○国語では、書く内容を考え、段落などに気をつけながら文章を書く力をつけていく。 
○社会では、地域・産業・歴史など、社会的事象についての知識・理解を深めていく。 
○算数では、ドリル学習などを通して、計算する力を伸ばしていく。 
○理科では、観察や実験を通して、自然事象についての知識・理解を深めていく。 

 
指導・改善が必要と考えられる内容 
○国語では、読書量を増やし、説明文や物語文の読み取る力をつけていく。 

漢字を書く力、言葉のきまりや表記のしかたの指導を継続していく。 
○社会では、学習問題の解決に向け見通しを立てて追究し、その結果を整理したり、表現した

りする力を伸ばす。 
○算数では、身につけた知識・技能を活用して、問題を解く力をつける。 
○理科では、身の回りの自然事象から問題を見つけ、学習した内容を日常の生活と結びつけて

     考えられるようにする。 
 
生活と学習の関連について 
○食事、睡眠などの好ましい生活習慣を継続していく。 
○普段の家庭学習の中に、読書や、興味あることについて自分で調べたり確かめたりする学習

を取り入れていく。 
○自分の思いや考えを伝えたり、相手の思いや考えを聞いたりする機会を多くもつようにす

る。 
   

 
 
 
 
 


